


























の特徴の一つとして、名を持たないものや失踪者など存在が曖昧模糊なものが登場する点が挙げられる。これは名前をつけることによる意味の定着 避けた ではない と考える。意味を持た いものを描くことにより存在の本質、つまり、そのものの原型を追求したのではないだろうか。　
そんな安部公房に大きな影響を与えたのが、詩人リルケやハイデッガーなどの実存主義の哲学者たち、そして戦後と















日本共産党に所属していた。この日本共産党の活動を受けて、当時の作品 はマルクス主義が反映されてい 。そして、この から除名され 直後に書かれた小説 安部 房作品の中でも代表作 さ る『砂の女』 （新潮社
　
昭和




















た。また、昆虫採集と冒険に興味を持っ おり、よく市街地の城内を歩いていたという。四年で中学を卒業した後は東京に出て成城高等学校理科乙類 入学し、ドイツ語教師の阿部六郎にドイツ語 学んで た しかし、校風 なじめずに文学書を耽読し、ドストエフスキーに傾倒 おり、日本 文学にはほとんど感銘しなかっ そしてこの年の冬、雨中の軍事教練で風邪をこじらせ肺浸潤にかかり、休学して奉天 の自宅へと帰った。　
一九四二年（昭和十七年）の十八歳の四月に病気が回復したため再び東京の学校に戻り、ファシズムが強化される中












た父がチフスに感染して死亡した。その後、日本が敗戦 ため占領軍から家を追われることとなり、奉天市内を転々と移住しな サイダーを製造して生活費を得て た 年の暮れにやっと引揚船に乗ることができ、満州を離れた。　
一九四七年（昭和二十二 ）の二十三歳のときに北海道の祖父母の家に帰るが学業を続けるために母と弟妹を残し、






















してくれた故郷」と「 《かく在る》ことの拠り処のようなもの」と表記している。このように安部公房にとって故郷とは生まれた場所という意味だけでなく、存在を象徴する真理 して 意味合いが含まれていたことが分かる 安部公房の作品ではこの「存在の象徴」というものが多く描かれる。そして、この存在の故郷から作中 出てくる「何故に斯く在らねばならぬのか」という主人公の問いが生まれてくるのである。　
終戦により、一九四五年（昭和二〇年）の八月に国民全員が故郷というものを失くしたと言える。戦後という不安定




















ともに新日本文学会から分裂した『人民文学』に参加した。新日本文学会は戦後に発足した民主主義運動の結集体 ある。 『人民文学』が『新日本文学』と合流してからは安部公房 新日本文学会に所属し、そこ 十年 ほど当時 文学者の多くが名を連ねていた 共産党にも所属することとなった。　
しかし、一九六 年（昭和三十六年）に入り、新日本文学会と日本共産党との抗争が激化した。そして、八月十七日







女』である。　『人民文学』が創刊した頃の日本共産党は一九五〇年問題により党が分裂状態にあった上に武装闘争路線などで混乱の中にあった。そんな日本共産党が党是にしていたのがマルクス主義である。マルクス主義は戦後日本の中心的思想でもあった。資本主義が発展することで労働者 よる社会革命が起き、資本主義社会は社会主義、共産主義になるというマルクスの考え方は『砂の女』の中に登場する村にも反映されている。 『砂の女』に登場する村で 家々が砂丘に掘られた穴の底にあるため常に砂を穴の外に運び出さない限り砂に埋もれてしまう。しかし、その村の内部の人間は毎日砂を掻くという異常な生活に違和感 抱くこと無く生きて る。その村では村長が支配する 主義にも似た制度が取られており、安部公房はこの作品を通して社会主義や共産主義を暗に批判し、マルクス主義からの転回を示唆していたのではないかと推測される。　『砂の女』では、自分が今まで教師として生きてきた安定した日常を当然のものだと認識していた主人公の仁木順平が昆虫採集に来た部落で突然、砂の穴での生活を強いられる中 「古い意識から解放されて、真の自己を見出していく過程（５）
」が描かれている。そして主人公は何度も部落からの逃亡を考え、砂の穴から抜け出すことに失敗した後も微かな
望みをかけて鴉をとらえる為の罠をつくること した。その鴉を使って外部と接触を取ろうとしたのである。そ ため罠には《希望》と名付けた。だが、偶 もそ 《希望》は砂 穴の中で今まで 人から与えら ること しか得 れなかった水を自力で得られるようにできる道具になるということを発見してしまったのであっ 。この溜水装置の発見によって、男の考えは今まで 方向を変え始め 小説 最後の段落では次のように述べられている。
　
べつに、あわてて逃げ出したりする必要はないのだ。いま、彼の手のなかの往復切符には、行先も、戻る場所も、





















日本共産党の除名という出来事 、マルクス主義の批判へと繋がり、 『砂の女』 いう代表作を生み出すこととなっ
た。日本共産党という当時の社会変革を望む人々にとって 希望の土台と 言えるべきものを捨てることにより、新たな変革が遂げられることを安部公房は望んでいたのではな だろうか。　
その点から見ても『砂 女』は認識が個人 社会へと変わっていった作品であり、安部公房作品の中でも『終りし





























あるというような仕方において」 述べ いる。この世界─内─存在とは、 「世界は解示させられ、
現ダー
は世界の内にあ












る現─存在の我々は、時折自我（主観）を主体とし、世界を外にあるものとして考えてしまうが、世界の中に自分が存在す ことを了解する（真に存在する）ことで世界 自分との関係性を見出すことができる。これ ハイデッガーの代表的な考え方である。　
安部公房が実存主義者であったことは針生一郎氏との対談で本人が「戦争中、ぼくは実存主義者だったんだよ。それ





て考察してみるとする。安部公房の作品は、埴谷雄高氏が「安部公房はハイデッガーから出発した」と残しているように、中でもハイデッガーの影響が強く、 『終りし道 標べに』な は初期作品の中でもハイデッガーの存在論と重なる部分も多い。　『終りし道の標べに』は前章にも少し記したとおり、満州でサイダー製造技師をしていた日本人青年である主人公のＴが故郷を拒む放浪の途中、満州の山奥で匪賊にとら られ、匪賊の頭目に財宝の秘密のありかを知っている ではないかと思われ監禁される中で《斯く在る》という自身 存在 ついて問う物語となっている。　存在への問いかけが多い「第一のノート」の部分で主人公は「いや、僕は くまで存在を単純化したいのだ。真っ裸















なるものだと考えてよいだろう」としている。しかし、この存在者という意味の他に理想の生の在り方、存在の本質という意味がとれるのではな かと考える。故郷や《斯く る》が赤裸々な存在象徴であるという点からも、自己の上に建設された様々な説明という意味で存在の基盤となりえ もののこ を指しているのではな だろ か。　
次にその存在象徴の上に建設される忘却という言葉についてであるが、ハイデッガーは「人間 「自己自身」から全
力をあげて逃走している」も あり、現─存在が自己の現と有限性を忘れている 指摘している。積み上げられた存在象徴により、本来の自己が認識できなくなっているのだ。ここから 分かる通り、忘却されている対象は核とされるべき本来的な自己の存在である。この存在の忘却は安部公房作品全体の中でも登場する事柄であ 。本来的自己 忘却による変形譚は安部公房作品内でも代表的なも として挙げられる。またハイデッガー 主に「 忘却」と う言葉を使い、 『 「ヒューマニズム」について』 中で故郷喪失性について触れている。その中で人間は一つ 世界に生きてはいるが自己自身の中に滞
フェアヴァイレン
留してはいないため、自分の過去を見ることはなく、未来を持たないので故郷喪失性は「存在














イデッガーは『存在と時間』において、死とは現─存在の中で経験できないものであり、人間において最もポジティブなものであるとして る。死は存在者が現─存在として する人間の全体（人生）のうち「未済部分（いまだ経験してい い部分） 」と て生まれて実存が始まった 同時に与えられ、 「終わり」は初めから現─存在の中にある。 「死におい 人間は、何が人間を現─存在たらしめるかを経験する。つまり存在を経験する」 だという考えである。この終わりがあるからこそ、 「存在は人間の死というこの究極の可能性を反射壁として、この壁において自己を捕え、その自己を有限な人間へと投げ ことができる」のである。　
作中で陳がすすめてきた阿片とは強制的な死をもたらすものである。その阿片を吸うことにより「熟し切った果実が
今にも枝を離れようとする刹那をふ 聯想したほど、大きな別離 感じていた」と言っているように主 公は故郷からの別離と存在からの別離である死 感じていた。 象徴とは生の象徴であり、阿片とは れとは真逆 死 象徴であったと言える。しかし、この阿片は「 「私」を かしつづける唯一の糧」 な 。なぜなら、阿片により拒み続けてきた故郷 離れ ことが可能となったからである。これにより主人公 故郷からの逃亡の旅 終わった。しかし、「旅は終わったところから始めねばならぬ」という言葉の通り、ここからは「阿片によって失われた過去を今一度呼び戻し、それ等の存在象徴を今一度生き直おし、名づけかえ、そして統一しよう」とする新た 旅が始まったのだ。　
主人公は匪賊の頭目である陳からもらい続ける阿片を吸うことで自分の死を近づけた。この阿片によって主人公は自














































なった。まさに「自己を占有しおわった」瞬間であったのだ。存在了解を経て、自分 死を受け入れ、現状の自分を肯定した主人公が「私は、私の王」となり、故郷の対極へと どり着いたこ 瞬間こそが存在の終わりであ 始まりあった。故郷の対極、言い換えるならば存在の基盤を一切もたない意識だけの自己に到達したということである。 「
〝故











かる。 「中埜肇宛書簡」やエッセイ 中でも、当時の安部公房がリルケやニーチェを深く敬愛していたことは明らかだ。冬樹社版が刊行されたのは『砂の女』などの代表作発表の だったということからも冬樹社版の『終りし道の標べに』では「実存主義から文学の前衛をめざしてシュールレアリズムへ、さらにコンミュ ズムへ、そして離脱へとむかい、独自の文学を獲得しつつあった」新たな安部公房が垣間見られるものであり、真善美社版で描いていた今までリルケやニーチェ 面影 なく 、ハイデッガーの実存主義を押し出した結果とな のではないだろうか。　
ハイデッガーと同じくドイツの哲学者であり、精神病理学者でもあったヤスパースは、主著『哲学』など 中で「限
界状況」を唱えた人物である。限界状況と 自分 死など絶望的状況下に置かれたときにこそ、自己存在の有限性を自覚することから限界を知り、人間を超えたも （超越者）と交わることで本来 自己となるという考えである　
これは「第三のノート─知られざる神─」で閉じ込められた土牢の中で神を呪い疑っていた高がさらし首にされると












たな未来を選択することができるようになるというハイデッガーの考える死への存在が『終りし道の標べに』の中で核となる点の一つであり、 の死の存在による人間の存在本質の認識が安部公房文学というものが確立される礎 なったことは間違いないだろう。そして、存在本質認識の根本 なった が故郷の存在である。 『終りし道の標べに』の題目はまさしく故郷であったと言える。冒頭に書かれてい 「旅は歩みおわった所から始めねばならぬ。墓と手を結んだ生誕の事を書かねば らぬ。何故に人間はかく らねばならぬ か？……あゝ、名を呼べぬ者達よ、此の放浪をお前にささげよう。 」 は、阿片によって生を終わらせることにより一切 故郷（ く在る為 拠り処である故郷と生の故郷）を喪失することとなり 故郷を持 ない異端者という立場から脱却を遂げることができたということを表わしている。これは故郷を拒みつづけた放浪 旅の終着点であり 故郷から解放された忘却と存在了解によって異端者では無くなった本来的人間の始まりの物語 のである このように安部公房が考え 存在 根底にはその基盤 なる存在象徴 つまり故郷に対する意識への強 が関連してい ということが第二章、第三章 通して理解することができた。　
しかし、この存在象徴という言葉は『終りし道の標べに』以降の作品ではそれほど多くは登場しない。それは、この












識） 」 （昭和十九・六）という安部公房のエッセイを参考にしたい。 『終りし道の標べに』以前に書かれたその内容は主に真理、主観客観、そして人間の在り方などまさしく実存主義の影響をうかがわせるも であった。しかし、 「中埜肇宛書簡」 （昭和二〇年七月五日付）の中で「僕が最初に 哲学なるものを発見したのは、キエルケゴールやヤスパースやハイデッガーに於てよりもむしろ、リルケとニーチェ 於てだつた。 かし是は勿論実存哲学とは名付け得ないかも知れない。とにかく僕は其處から出発した。そして四年間……僕の歸結は、不思議な事に、現代 実存哲学とは一寸異つた実存だつた。僕の哲学（？）を無理に名づければ新象徴主義哲学（存在象徴主ギ）とでも言 うか、やはりオントロギーの上に立 一種の実践主ギだつた。存在象徴の創造的解釋、それが僕の意志する所だ。 」と語っているように安部公房は独自の新象徴主義哲学（存在象徴主義）を展開しており、その哲学 詳しい内容が書かれているのが「詩と詩人（意識と無意識） 」なのである。　
この中で、安部公房が考える真理とは「唯、総ての現象の本質的支配者たらんとする」 、 「最高の意義若くは価値ある
生（広義の）法則の自己完成的展開なのである」 、 「人間の在り方の一性格なのである」と述べられている。この人間在り方の一性格とは『終りし道 標べ 』 中でも問われてきた《斯く在る》存在 ことである。　
この人間の在り方について核とされる考えではないかと取れるのが、 「夜」に対する考え方である。 詩と詩人（意識


















客人ではない。夜は此の部屋に満ちる空気である。総てをか あらしめるもの、それが夜である。此 吾等の判断も、表現も、生も、行為も、幻想も、総てそれが 如くあらしめるもの、それが夜な である。
　
安部公房は象徴的な人間の在り方という表現を夜という表現に変えることにより、人間の在り方＝夜＝存在象徴とい











す。人間ははじめに自己自身を自覚して存在するので なく、他人や事物に関わ ながら存在する。その関わり 持つ他人というのが、特定の名を持 ぬ他人、 「ひと」なのである。この「ひと」の誰でもよい、代理可能な存在であるという特徴と通じるのが安部公房作品の中に多く登場する名を持 ぬものたちなのだ。　
安部公房の作品には具体的な名を持たないものや失踪者など存在自体が曖昧なものが多く登場する。名前や地位や社




間」のことである。加えて、失踪者とは「日常世界 網の目から脱出し、秩序の境界 かなたに逃走して く者」のことを表している。 『デンドロカカリヤ』 中で主人公のコモン君は顔と名前を失い 誰とも分からぬ植物となった。コモン（
common ）という名前は英語の「普通の、並の、ありふれた」 「特別の身分でない、名も位もない」等の意味を込




















十四・十二）と う題の未発表であった小説が新たに発表された。その内容は、精神障害のあ 男が監獄病棟から逃げ出し、そこが天国で自分や周りの人間を天使だと思 込みながら、さまよい歩く様子を描いたものとなっている。 九四六年（昭和二十一年）に書かれたこの小説には、当時の安部公房の哲学的思想や存在論 含まれている。なお、この作品について安部公房本人が「高谷治宛書簡」 （昭和二十一年十一月五日付）で内容について次のように触 てい 。
　
船の中から、 「天使の国」と言ふ短編を書き始めてゐる。それは或る狂人が、ふとした事で病院から逃げ出す。














己の日々を復活せしめ得たと言う驚く可き記念日」が訪れた。これは自分が死を迎える日であったと考える。そして、彼岸への扉であろう未来の扉を開き、天国の来訪というより天使としての旅が始まった。天使として歩いている途中で見つけた が真紅の花であった。その後 写生でもして たらしい紙 鉛筆を持った小天使に出会い、上衣のボタン穴から真紅の花を引き抜き差し出しながら次のように言った。
　「見給え、奇妙な此の輝き。死の花なんだ。此の赤はどうだろう。赤い、赤い。数億の魂が此の中に血を交わしたのだ。今にこぼれるだろうか、散って行くだろうか。宇宙の中で此の花弁はきっと大きな渦になって炎え上るだろう。死の花だ。天使達の、肯定と笑いを刻んで行く、そして而も永遠に遠い憧れであり夢である。不死の唇が、更に更に高い歌を歌わん為の。ねえ、ご覧、完結と言う事が結果ではなくて全存在そのものゝ中で進行しつゝある呼名であると言う事が、此の花の出現でどれ丈はっきりする だろう。此の花こそは存在せず、又存在し得ぬものゝ、唯一の仮象なんだ。僕達天使 存在を集約して架空の一点にまとめ上げる為には此の花の力をどうしても借りなければならないのだ。 （略） 」
　
ここで描かれている赤い「死の花」とは、死を象徴するもののことである。 「死の花」を持った主人公や他の天使た




































がえる。しかし、流動する砂は部落に住む人々 とっては家を埋めつくす脅威となる存在でもある。 『砂の女』が「定着を当然と見なす固定観念から解放された人間誕生物語」であるこ からも、流動す 砂 い 存在は定着を崩し、新しいものを再構築させるための役割を果たしていたと考えられる。ま 、こ 役割 もとに関連づけていくと流動する砂は当時の資本主義から社会主義へと変革する世の中を象徴していたとも推測さ そして、もちろんその流動する砂の中には水（希望）が含まれているのであ 。　
定着からの逃亡。それ そが安部公房が作品の中に点在させた本質的思想なのであると考える。これは安部公房の故













ているこの世界の中からは逃れられない。だからこそ『砂の女』の主人公が逃げ出すことができ かった部落の中で溜水装置を発見したように、安部公房はその世界の中で希望を見出そうとし のだろう。 「世界の外に脱出するこ ではなく、世界のうちにあって、その不動性を掘りくずしていく」と う世界の内側に対するようになっ ことこそ、安部公房作品の最大 変革で た。　
安部公房の考える存在論とは、夜の概念に代表されるように人間の在り方の本質を追求したものであり、中でも《斯
く在る》とは理想的な人間の生の在り方である存在象徴としての意味を持っていたと考えられる。この本質や原型 追求から生まれていったものが安部公房作品の代名詞とも言え 変形譚 あった。この変形という概念に 戦争 より恒常的なものに対する信頼を失 、自分の存在を形作るための存在象徴である故郷や名前など 定着を要求される に対する圧倒的な嫌悪感が原因している。そ 定着から 逃亡が描かれてきたのが今までの安部公房作品であった。 して、その定着 の逃亡を顕著に表わした が流動する砂である。日常性を持 な 砂こそが の憧 た存在であり、求めていた存在であった。　
高野斗志美氏が述べているように安部公房は「未定形な生存 原質を探査するために、みずからに含まれている、対



















なっているものが、安部公房自身が日本と満州という二つの故郷を持っていたことから始まる故郷に対する憎悪にも似た意識であったこと 研究を通して見えてきた。故郷というも は存在を意味づけるものであり、定着という概念の基盤となるものである。安部公房が手に入れることのできなかった、存在の礎となる故郷への意識が安部公房を実存主義へと関心を抱かせ、物事 本質へと目を向けさせたも の一つであったのではないかと考える。　
そして、安部公房が考える本質を認識することから生まれた存在象徴主義という独自の存在論こそが安部公房作品を
貫いている重要 一本 糸であり、そこから紡ぎだされた作品に表れて る のが安部公房の根底に流れている定着への隔絶意識なのでは いだろうか。 《斯く在る》とは定着から逃れ、常に変革を望んだ安部公房自身の指針となるべき生涯 在り方だったと言えよう。　
安部公房は存在象徴というものを通して人間の本質的在り方 見つめてい 。安部公房が愛した流動する砂のように
人間とは常に流れゆく存在 ある。故郷を憎みな らも故郷について考え続け そし その故郷と無関係にはなれない人間への関心があった安部公房だからこそ名前や意味をもたないもののような固定概念 縛られない本質認識への探究を極めたのだと考える。人間の上に積み上げられている存在象徴には定着や日常性が含ま おり 安部公房はそ 下に隠れている本来の自己である人間 は何かを作品 通して考えてきたのであろう。そして、その人間 本質 認識を徹底したからこそ、そこから新 なる や未知 る認識へと向かうこ ができたのである　
後年の作品で見られる「現実のなかに、超現実を発見し、超現実の現実ともいうべき異形な総体を構成し、それを、







































































































































































32）栗坪良樹『安部公房・ 〈砂漠〉の思想─その倫理と世界性について』 （ 『國文学
　
安部公房
　
ボーダーレスの思想』第四十二巻
九号
　
學燈社
　
平成九年八月）初出
（
33） （
6）と同じ。
（
34）高山鉄男『安部公房における空間』
　
なお引用は（ 『小説の空間
　
FOREIGN 
LITERATURE ④』朝日出版社
　
昭和五十一年六月二十
日）初出
（
35） （
1）に同じ。
（
36） （
1）に同じ。
（
37） （
1）に同じ。
（
38） （
1）に同じ。
　
付記、本文は『安部公房全集』 （新潮社
　
平成九年七月）による。
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